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中城村マスコットキャラクター

平成22年度全国高等学校総合体育大会 

中城村 男子バスケット競技 平成22年7月29日～30日 
美ら島沖縄総体 2010

元気に泳げこいのぼり 元気に泳げこいのぼり 
4月28日に、吉の浦公園にて村内の7ヶ所の保育所が 
参加しこいのぼりを掲揚しました。 
4月28日に、吉の浦公園にて村内の7ヶ所の保育所が 
参加しこいのぼりを掲揚しました。 
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（
１
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

吉
の
浦
火
力
発
電
所
建
設

吉
の
浦
火
力
発
電
所
建
設
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
度
に
吉
の

浦
火
力
発
電
所
建
設
工
事
に
伴
う
三
者

協
議
会
を
設
置
し
、
建
設
工
事
の
推
進
、

地
元
企
業
の
活
用
、
地
域
住
民
の
安
全

対
策
等
の
協
議
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。

吉
の
浦
火
力
発
電
所
建
設
工
事
の
進

捗
状
況
は
、
平
成
21
年
11
月
末
現
在
で

工
事
全
体
の
約
25
％
、（
港
湾
工
事
63

％
）、
地
元
の
活
用
状
況
と
し
ま
し
て

は
、
雇
用
に
お
い
て
、
延
べ
７，
６
３
４

人
、
購
買
で
２
億
８
千
万
円
、
工
事
発

注
で
１
億
５
千
３
百
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
沖
縄
電
力
と
連
携

の
も
と
地
域
振
興
事
業
を
推
進
し
、
地

域
住
民
の
安
全
対
策
等
を
最
優
先
す
る

と
と
も
に
、
地
元
企
業
活
用
及
び
地
域

雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
沖
縄
電
力

に
働
き
か
け
協
力
を
要
請
し
て
参
り
ま

す
。

吉
の
浦
火
力
発
電
所
関
連
企
業

誘
致
促
進

吉
の
浦
火
力
発
電
所
建
設
に
伴
い
Ｌ

Ｎ
Ｇ
冷
熱
利
用
を
は
じ
め
と
す
る
関
連

企
業
の
立
地
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
本
村
は
、
沖
縄

振
興
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
産
業
高
度

化
地
域
指
定
及
び
情
報
通
信
産
業
振
興

地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
地
域
内
に
立
地

し
た
企
業
は
固
定
資
産
税
一
部
課
税
免

除
等
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る

事
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
村
の
立
地

特
性
を
活
か
し
た
新
規
企
業
誘
致
を
推

進
し
、
地
域
活
性
化
並
び
に
地
域
雇
用

機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

電
力
に
対
し
新
規
事
業
計
画
の
ガ
ス
事

業
及
び
関
連
企
業
の
誘
致
要
請
を
精
力

的
に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
経
営
者
が
連
携
を
密
に
し
、

企
業
効
果
を
高
め
る
諸
活
動
が
活
発
に

推
進
さ
れ
る
よ
う
本
年
度
に
お
き
ま
し

て
も
村
商
工
会
に
対
し
助
成
い
た
し
ま

す
。
近
年
、
景
気
低
迷
や
経
済
不
況
に

よ
り
、
厳
し
い
現
状
の
中
小
企
業
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
緊
急
保
証
制
度
（
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
貸
付
事
業
）
が
平

成
22
年
３
月
31
日
で
終
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
本
年
度
は
融
資
拡
大
を
図
る
新

た
な
支
援
と
し
て
、「
景
気
対
応
緊
急
保

証
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
伴
う

地
域
活
性
化
策
と
し
て
交
付
さ
れ
る
「
地

域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
地
元
の
中
小
企
業
等
が
受

注
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
事
業
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
商
工
会
と
連
携
し
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
支
援
、
既
存
特
産
品
及
び
新

た
な
特
産
品
の
販
売
促
進
を
図
る
た
め
、

役
場
庁
舎
内
に
特
産
物
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度

に
中
城
城
跡
入
口
に
開
設
し
た
お
土
産

品
販
売
店
を
活
用
し
、
商
工
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
農
業
農

村
整
備
事
業
管
理
計
画
の
も
と
に
年
次

的
に
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
近
代
化
施
設
の
導
入
に
よ
る

農
作
業
の
省
力
化
と
農
業
構
造
の
改
善

と
農
村
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
重
要
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業

に
よ
る
生
産
者
の
経
営
安
定
を
図
り
、

生
産
組
織
の
育
成
と
担
い
手
農
家
の
育

成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
農
家
か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し

た
農
業
施
設
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
よ
り
村
に
お
い
て
処

３

部
門
別
主
要
施
策

２

本
年
度
の
重
点
施
策

平成22年度　施政方針

○
吉
の
浦
公
園
改
修
事
業

多
目
的
広
場
（
陸
上
競
技
場
）、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
南
上
原
小
学
校
（
仮
称
）
建
設
事
業

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
に
よ
り
、
南
上
原
地
区
に
お
い
て
人
口
が
急
激

に
増
加
し
て
お
り
、
現
在
の
南
上
原
分
校
の
本
校
化
へ
向
け
て
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
病
後
児
保
育
事
業

病
気
の
回
復
期
に
あ
た
る
た
め
、
集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
に
一
時
的
に
病

院
等
の
施
設
に
お
い
て
保
育
を
行
う
事
業
を
中
城
村
と
西
原
町
・
与
那
原
町

が
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
児
童
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充

就
学
前
の
児
童
の
通
院
及
び
入
院
の
医
療
費
の
助
成
に
加
え
、
入
院
の
場
合

の
医
療
費
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
所
得
制

限
を
廃
止
し
ま
す
。

○
住
民
健
診
の
拡
充

40
歳
以
上
の
特
定
健
診
、
40
歳
以
下
の
一
般
健
診
に
加
え
、
20
歳
代
の
健
診

を
拡
充
し
健
康
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
の
活
用

本
交
付
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
事
業
を
小
額
化
し
地
元
の
中
小
零
細
企
業
が

受
注
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

中城城跡
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本
日
、
平
成
22
年
第
２
回
中
城
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
ご
提
案

し
て
お
り
ま
す
諸
議
案
の
説
明
を
申
し

上
げ
ま
す
前
に
、
村
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
、私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

議
員
の
皆
様
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
、
ま
さ
し
く
世
代
わ

り
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
昨
年
８

月
に
行
わ
れ
ま
し
た
国
政
選
挙
に
お
い

て
、
戦
後
60
年
余
続
い
た
自
由
民
主
党

政
権
が
崩
壊
し
、
新
た
に
民
主
党
を
中

心
と
す
る
三
党
連
立
政
権
が
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
国
の
予
算
も
大
き
く

方
向
転
換
し
、
従
来
の
公
共
投
資
を
中

心
と
し
た
予
算
編
成
か
ら
「
物
か
ら
人

へ
」
と
い
う
福
祉
を
中
心
と
し
た
予
算

編
成
に
変
わ
り
、
新
た
に
「
子
ど
も
手

当
」
を
始
め
、「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
推
進
事
業
」
等
の
福
祉
関
係
予
算
が

大
き
く
伸
び
て
お
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
国
の
予
算
編
成
方

針
を
見
据
え
な
が
ら
福
祉
関
連
を
充
実

さ
せ
る
年
度
と
し
て
、
子
ど
も
手
当
等

の
更
な
る
拡
充
と
村
単
独
で
実
施
す
る

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
入
院
医
療
費
助

成
事
業
や
病
後
児
保
育
事
業
、
予
防
を

目
的
と
し
た
20
歳
か
ら29

歳
ま
で
の
一

般
住
民
健
診
等
を
新
た
に
実
施
し
、
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
又
、
今
日
ま
で
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
食
の
自
立
支
援
事
業
や
認

可
外
保
育
園
の
支
援
、
第
３
子
以
降
保

育
料
無
料
化
事
業
な
ど
は
、
今
後
も
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま

す
。国

の
公
共
事
業
費
の
削
減
に
伴
い
新

規
事
業
の
採
択
が
厳
し
い
中
で
、
本
村

は
南
上
原
小
学
校
（
仮
称
）
建
設
事
業

並
び
に
吉
の
浦
地
区
公
園
改
修
事
業
を

新
規
事
業
と
し
て
着
手
い
た
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
普
通
建
設
事
業
も
前
年
度

の
当
初
予
算
に
比
較
し
て
、
約
22
％
の

大
き
な
伸
び
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
継
続
事
業
で
あ
り

ま
す
浜
漁
港
再
生
整
備
事
業
や
村
道
中

城
城
跡
線
改
良
事
業
、
南
上
原
糸
蒲
公

園
整
備
事
業
、
南
上
原
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
、
泊
地
内
（
10
号
）
道
路
整

備
事
業
、
中
城
城
跡
保
存
整
備
事
業
、

歴
史
の
道
保
存
整
備
事
業
等
す
。

特
に
本
年
度
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
本
村
の
方
向
性
を
示
す
基
本
構
想
、

基
本
計
画
の
見
直
し
を
開
始
す
る
年
度

と
位
置
づ
け
、
各
自
治
会
と
の
行
政
懇

談
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催

し
、
直
接
、
村
民
の
皆
様
の
御
意
見
等

を
拝
聴
し
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
後
の
夢

あ
る
村
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
中
城

村
第
四
次
総
合
計
画
策
定
業
務
」
に
着

手
し
て
い
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
自
動
車
道
や
県
道
29
号
及

び
県
道
32
号
に
隣
接
し
、
宜
野
湾
市
に

も
近
い
距
離
に
あ
り
、
立
地
条
件
に
恵

ま
れ
た
南
上
原
井
水
原
地
域
の
土
地
利

用
の
あ
り
方
を
含
め
、「
第
四
次
中
城

村
国
土
利
用
計
画
」
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

国
立
大
学
の
法
人
化
法
の
施
行
に
伴

い
、
琉
球
大
学
に
産
学
官
連
携
推
進
機

構
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
本
村
も
そ
の

推
進
機
構
の
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
特
に
本
年
度
は
、
中
城
村
産
学
官

推
進
連
絡
会
議
等
を
発
足
さ
せ
、、
琉

球
大
学
と
の
連
携
協
定
の
締
結
を
目
指

す
と
と
も
に
、
今
後
本
村
と
し
て
、
何

を
研
究
す
べ
き
か
、
そ
の
テ
ー
マ
を
絞

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
と
言
わ
れ
、

環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
に

よ
り
発
電
す
る
吉
の
浦
火
力
発
電
所
が

平
成
24
年
度
か
ら
運
転
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
人
類
の
課
題
で
あ

る
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
の
対
策

は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
村
と
し
ま
し
て

も
風
力
発
電
の
推
進
、
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
導
入
の
検
討
や
エ
コ
商
品

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、将
来
、

「
エ
コ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
宣
言
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
効
果
的
に
活
用

す
る
か
、
全
職
員
に
課
さ
れ
た
課
題
で

あ
り
、
総
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様

の
尚
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

次
に
平
成
22
年
度
の
重
点
施
策
の
概

要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１

は
じ
め
に

中城村マスコットキャラクター

平成22年度施政方針

平成22年第2回中城村議会が開かれ、平成22年度の
事業、予算案の審議および一般質問などが行われまし
た。議案審議に先立ち今年度の重点施策と主要施策を
明らかにし、平成22年度の施政方針を述べました。
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平成22年度　施政方針

中城ジュニアオーケストラ

し
、
平
成
23
年
度
補
助
事
業
採
択
に
向

け
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
人
材
育
成
の
推
進

生
涯
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
、
婦

人
会
や
青
年
会
等
の
各
種
団
体
並
び
に

村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
諸
活

動
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
福
岡

県
福
智
町
子
ど
も
会
交
流
事
業
」
に
つ

い
て
も
今
後
と
も
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
や
核
家
族
の
進
行
、

就
労
形
態
の
多
様
化
や
家
庭
や
地
域
の

子
育
て
機
能
の
低
下
な
ど
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
本
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
「
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
事
業
」、「
中
城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
育
成
支
援
事
業
」
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

文
化
の
振
興

平
成
21
年
度
に
、
村
指
定
文
化
財
の

説
明
板
を
設
置
し
、
村
民
か
ら
高
い
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、「
安
里

の
ム
ラ
ガ
ー
」、「
津
覇
の
テ
ラ
」、「
キ

シ
マ
コ
ノ
嶽
」
等
の
文
化
財
に
つ
き
ま

し
て
、
村
指
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

昨
年
、「
ご
さ
ま
る
の
日
」
を
制
定

し
、
本
村
の
英
雄
で
あ
る
「
護
佐
丸
」

を
活
用
し
た
地
域
興
し
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
で
あ
り
ま
す
。
村
文
化
協
会

を
中
心
に
組
踊
「
忠
臣

護
佐
丸
」
の

復
活
・
上
演
に
向
け
、
日
々
練
習
を
積

み
重
ね
て
い
る
現
状
を
高
く
評
価
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

も
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
村
民
の
融
和
と
産
業

の
振
興
等
を
目
的
と
し
た
「
中
城
ま
つ

り
」
を
「
中
城
ご
さ
ま
る
ま
つ
り
（
仮

称
）」
に
名
称
を
改
め
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

教
育
相
談
施
設
兼
民
俗
文
化
財
展
示

施
設
が
、
今
年
５
月
に
完
成
い
た
し
ま

す
。
児
童
生
徒
を
は
じ
め
村
民
に
対
し

て
も
公
開
し
、
歴
史
を
学
ぶ
場
、
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

体
育
の
振
興

体
育
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
体

育
協
会
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
吉
の
浦

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）、
体
育
指
導

員
協
議
会
、
中
学
校
部
活
指
導
員
に
対

し
引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
度
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
村
が

少
年
男
子
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
会

場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
強
化
し
て
参
り
ま

す
。

中
城
城
跡
整
備
の
促
進

２
０
０
０
年
12
月
に
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
そ
の
関
連
遺
産
群
」
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
中
城
城
跡
は
、
沖
縄
の
３
０
０
余
り

も
あ
る
グ
ス
ク
の
中
で
最
も
保
存
状
態

が
良
く
、
築
城
技
術
の
最
高
峰
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
５
０
０
年

以
上
の
長
い
年
月
の
間
に
城
壁
が
崩
れ

た
り
、
緩
ん
だ
り
す
る
な
ど
修
復
す
る

箇
所
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
国
、

県
の
補
助
を
受
け
、
保
存
整
備
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成

22
年
度
も
引
き
続
き
、
保
存
整
備
、
発

掘
調
査
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
中
城
城
跡
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
10
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
世
界
遺
産
の
所
在

す
る
市
町
村
合
同
で
の
「
世
界
遺
産
リ

レ
ー
講
座
」
並
び
に
「
出
土
品
遺
物
巡

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
等
、
記
念
事
業
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
の
道
整
備
の
促
進

中
城
村
に
お
け
る
歴
史
の
道
整
備
（
ハ

ン
タ
道
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
垣
グ

ス
ク
内
は
生
涯
学
習
課
、
そ
の
他
を
都

市
建
設
課
が
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
南

上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
の
一

部
を
除
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
完
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
営
中

城
公
園
事
業
区
内
の
成
田
山
後
背
地
の

発
掘
調
査
と
石
敷
き
整
備
工
事
を
実
施

し
た
し
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
の
道
を
散
策
す
る
方
々

が
長
年
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
便
益

施
設
（
ト
イ
レ
）
を
歴
史
の
道
沿
線
に

設
置
し
、
安
心
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

（
３
）
社
会
福
祉
の
充
実

社
会
福
祉

す
べ
て
の
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
自
治

会
等
関
係
団
体
を
中
心
と
し
た
地
域
支

え
合
い
事
業
と
村
民
へ
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
や
適
切
な
援
助
、
助
言
な
ど
の
生
活

支
援
の
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

所
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
村
民

の
生
活
向
上
と
地
域
福
祉
の
増
進
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
配
慮
が
必
要
な
世
帯
へ
の
対

応
と
し
ま
し
て
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
支

援
と
な
る
母
子
父
子
家
庭
等
医
療
費
助

成
事
業
や
障
が
い
者
の
日
常
生
活
支
援

の
た
め
の
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）

医
療
費
助
成
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
低
所
得
者
等
の
生
活
困
窮
世
帯

に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
実
態
に
即
し

た
生
活
福
祉
資
金
等
の
活
用
に
よ
り
経

済
的
自
立
を
図
る
べ
く
、
中
部
福
祉
保

健
所
や
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
と
連
携
し
福
祉
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

国
の
示
す
自
殺
対
策
に
応
じ
て
、
本

村
で
も
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
に
よ
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理
が
で
き
る
よ
う
予
算
措
置
を
し
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き

び
の
振
興
策
と
し
て
優
良
種
苗
の
確
保

等
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

森
林
は
村
土
の
保
全
や
地
下
水
の
保

水
機
能
、
大
気
の
浄
化
作
用
を
有
し
、

人
間
生
活
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
保
全
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
保
育
所
、

地
域
等
へ
の
緑
化
事
業
も
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
平

成
22
年
度
も
引
き
続
き
漁
業
協
同
組
合

育
成
事
業
と
漁
具
購
入
補
助
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
の
安
全
性
と
利
便
性
の

向
上
及
び
就
労
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
浜
漁
港
再
生
整
備
事
業
を
今
年
度

も
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

浜
漁
港
再
生
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
は
第

１
波
除
堤
（
Ｌ
＝
45
ｍ
）
及
び
航
路
標

識
１
基
の
設
置
を
行
い
、
更
に
年
次
計

画
に
よ
り
外
郭
・
就
労
施
設
の
整
備
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

雇
用
対
策

現
下
の
雇
用
情
勢
が
下
降
局
面
に
あ

る
中
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正

規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
等
失
業
者
に

対
し
て
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
間
の

雇
用
、
就
業
機
会
を
創
出
、
提
供
す
る

た
め
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
り
雇

用
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
本
年

度
も
「
公
共
施
設
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事

業
」
及
び
「
学
校
業
務
補
助
事
業
」
を

継
続
し
、
さ
ら
に
「
学
校
施
設
管
理
事

業
」、「
公
有
財
産
台
帳
整
備
事
業
」、「
固

定
資
産
台
帳
電
子
化
事
業
」、「
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
運
営
補
助
事
業
」、「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
補
助
事
業
」、「
観
光
Ｐ
Ｒ

事
業
」、「
学
校
情
報
教
育
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
向

上
対
策
事
業
」
を
新
設
し
、
よ
り
多
く

の
村
民
に
雇
用
機
会
の
創
出
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
引
き
続
き
児
童

館
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
重
点

分
野
雇
用
創
出
事
業
」
に
よ
り
障
害
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
雇
用
の
創

出
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

国
内
の
景
気
低
迷
、
円
高
に
よ
る
観

光
需
要
の
減
少
に
伴
い
沖
縄
県
へ
の
入

域
観
光
客
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
県
内

の
観
光
産
業
が
不
況
の
あ
お
り
を
受
け

景
気
が
落
ち
込
ん
で
い
る
中
で
、
本
村

の
観
光
資
源
で
あ
る
中
城
城
跡
へ
の
入

客
数
は
、
個
人
旅
行
者
（
レ
ン
タ
カ
ー

利
用
者
）
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

中
城
城
跡
入
客
数
15
万
人
を
目
指

し
、
重
点
的
な
誘
客
に
取
り
組
む
た
め
、

平
成
21
年
度
に
作
成
し
た
「
中
城
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
を
観
光
関
連
事
業
所
等
に

設
置
・
配
付
す
る
と
と
も
に
国
や
県
を

は
じ
め
、
県
内
外
の
観
光
関
連
業
界
と

連
携
を
密
に
し
て
誘
客
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

（
２
）
教
育
・
文
化
の
振
興

幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
充
実

幼
児
教
育
や
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を

密
に
、
個
性
豊
か
な
幼
児
児
童
生
徒
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
人
材
育
成
基
金
等

を
活
用
し
て
児
童
生
徒
等
の
活
動
を
支

援
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
公
立
の
幼
稚
園
の
み
適

用
し
て
い
ま
し
た
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
事
業
を
前
年
度
よ
り
私
立
幼
稚
園

ま
で
拡
大
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
両
幼
稚
園

に
お
い
て
「
預
か
り
保
育
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
外
国
語
指
導
助
手
」
を
引
き

続
き
小
・
中
学
校
に
配
置
し
、
中
・
高

校
生
の
「
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
」、

小
・
中
学
生
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
事

業
」
ま
た
、「
千
葉
県
旭
市
児
童
交
流
事

業
」も
引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
登
校
児
童
生
徒
対
策
の

充
実
並
び
に
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ

の
特
別
支
援
教
育
充
実
の
た
め
に
、「
教

員
補
助
者
（
ヘ
ル
パ
ー
）」
を
増
員
配

置
す
る
等
、
個
に
応
じ
た
特
別
支
援
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

学
力
向
上
対
策
の
一
環
と
し
て
、
対

米
請
求
権
地
域
振
興
助
成
事
業
を
活
用

し
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
地
域
学

力
向
上
支
援
事
業
」
並
び
に
中
学
校
に

お
け
る
「
学
習
支
援
事
業
」
を
開
設
し
、

児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

前
年
度
に
お
い
て
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
事
業
を
導
入
し
、
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
へ
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
等
の
整

備
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
図
る
た
め
専
門
員
を
配

置
し
、
学
校
の
情
報
化
教
育
の
推
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
中
城
中
学
校
の
「
公
共

下
水
道
接
続
工
事
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

南
上
原
小
学
校
（
仮
称
）
の
新
設

近
年
、
南
上
原
地
域
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
と
と
も
に
、
人
口
の

増
加
が
著
し
く
児
童
数
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
南
上
原
分
校
の
本
校
化
に
向
け
施
設

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
数
が
横

ば
い
か
減
少
傾
向
に
推
移
す
る
と
予
測

さ
れ
る
北
上
原
分
校
を
統
合
し
、
南
上

原
小
学
校
（
仮
称
）
の
新
設
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は「
基
本
設
計
・
実
施
設
計
」

を
実
施
し
、
平
成
25
年
度
開
校
を
目
指
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と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
所
得
制
限
を

廃
止
し
、
医
療
費
助
成
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
母
子

健
康
保
健
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
特
に
、
妊
婦
健
診
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
５
回
か
ら
14
回
に
増

や
し
、
妊
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き

る
体
制
が
確
保
さ
れ
、
ま
た
、
超
音
波

検
査
等
の
拡
充
に
よ
り
胎
児
の
発
育
状

況
、
異
常
の
有
無
、
母
胎
の
健
康
状
況

が
早
期
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
安
全
な
分
娩
、
健
康
児

の
出
生
、
妊
婦
の
保
健
管
理
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

国
民
健
康
保
険
は
、
相
互
扶
助
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
村
民
を
対
象
に
病
気

等
の
場
合
に
保
険
給
付
を
行
う
住
民
生

活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
制
度
で
あ
り

ま
す
。

近
年
、医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

厳
し
い
事
業
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
人
間
ド
ッ
ク
、
は
り
・

き
ゅ
う
施
術
助
成
の
継
続
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
予
防
対
策
と
し
て
、
被
保
険

者
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
、
特
定
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

ま
た
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
通
し
て

被
保
険
者
に
対
す
る
健
康
教
育
等
を
行

い
、
医
療
費
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
化
の
た

め
に
は
、
収
入
の
確
保
は
欠
か
せ
な
い

要
件
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴

収
強
化
に
努
め
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
収
入
の
確

保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
法
定
外
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
で
赤
字
を
解
消
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
21
年
度
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
制
度
そ
の
も
の
の
抜
本
的
な
制
度

改
正
並
び
に
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
県
や
他
市
町
村
と

も
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
広
域
連

合
が
運
営
主
体
で
あ
り
ま
す
。

医
療
制
度
を
住
民
へ
の
情
報
提
供
と

制
度
の
周
知
、
保
険
料
の
徴
収
強
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
医
療
給
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
、
は
り
・
き

ゅ
う
施
術
助
成
を
実
施
し
、
今
年
度
は

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
健
康
増
進
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

（
４
）
生
活
環
境
の
整
備

土
地
区
画
整
理
事
業

平
成
４
年
度
か
ら
事
業
開
始
し
ま
し

た
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
補

助
幹
線
道
路
（
３
路
線
）
が
供
用
開
始

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
お

き
ま
し
て
も
、
坂
田
（
ハ
ン
タ
）
線
を

重
点
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
建
物

・
墳
墓
の
移
転
補
償
、
こ
れ
ま
で
整
備

の
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
琉
球
大
学
グ
ラ

ン
ド
付
近
の
既
成
市
街
地
の
築
造
工
事

等
、
約
４
億
７
千
万
円
の
事
業
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

保
留
地
処
分
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
22
年
２
月
現
在
、
全
体
の
27

％
、
18
億
６
千
万
円
を
処
分
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
以
降
は
、
保
留
地

処
分
金
が
事
業
費
の
主
体
と
な
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
層
の
販
売
促
進
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

公
園
の
整
備

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
南
上
原
糸
蒲

公
園
整
備
事
業
（
近
隣
公
園
・
２
ha
）

は
、
平
成
20
年
度
に
設
計
業
務
を
実
施

し
、
平
成
21
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し

て
お
り
ま
す
。
既
存
の
糸
蒲
の
塔
や
現

況
地
形
を
生
か
し
な
が
ら
、
村
道
坂
田

（
ハ
ン
タ
）
線
と
の
一
体
的
な
整
備
を
行

い
、
平
成
24
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

吉
の
浦
公
園
（
地
区
公
園
・
8.7
ha
）
に

お
き
ま
し
て
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
活
用
し
、
多
目
的
広
場
（
陸

上
競
技
場
）
の
全
天
候
型
競
技
場
へ
の

転
換
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
口
芝
の
改

修
等
を
行
う
た
め
、
平
成
21
年
度
に
設

計
業
務
を
実
施
し
、
平
成
22
年
度
よ
り

改
良
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
塩
害
等
に
よ
り
老
朽
化
し
て

い
る
吉
の
浦
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等

の
照
明
設
備
の
整
備
、
快
適
な
住
環
境

の
整
備
や
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た

め
、
吉
の
浦
公
園
内
の
便
益
施
設
を
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

道
路
、
河
川
、
排
水
路
の
整
備

道
路
や
集
落
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
年
次
的
に
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
登
又
地
内
に
お
け
る
村

道
中
城
城
跡
線
改
良
舗
装
事
業
の
用
地

買
収
、物
件
補
償
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

村
道
中
城
城
跡
線
は
、
平
成
18
年
度

に
事
業
採
択
さ
れ
、
同
年
度
に
調
査
測

量
設
計
を
実
施
し
、
平
成
19
年
度
か
ら

用
地
買
収
、
物
件
補
償
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
21
年
度
末
時
点
で
用
地

買
収
が
約
82
％
、
物
件
補
償
が
約
75
％

の
進
捗
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

22
年
度
も
引
き
続
き
、
用
地
買
収
並
び

に
物
件
補
償
を
行
い
、
平
成
23
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
泊
地
内
に
お
い
て
平
成
21
年

度
ま
で
用
地
買
収
を
実
施
し
ま
し
た
村

道
泊
10
号
の
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

集
落
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
・
農
道
・
河
川
・
排
水
路
の
維
持

管
理
等
、
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
今
年
度
も
、
集
落
内
の
道
路
等
、
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り
、
う
つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
疾
患
と
の

関
連
に
つ
い
て
の
講
演
会
等
を
開
催
し

広
く
周
知
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

児
童
福
祉

子
育
て
を
支
援
す
る
保
育
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
と
よ
む
中
城
子
育
て
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
保
育
の
拠

点
と
し
て
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
併
設
し
た
「
吉
の
浦
保
育
所
」、

児
童
の
健
全
な
遊
び
場
を
提
供
す
る
「
な

か
よ
し
児
童
館
」
を
平
成
21
年
に
開
設

し
て
お
り
、
保
育
所
に
お
け
る
延
長
保

育
や
障
が
い
児
保
育
、
園
庭
開
放
、
食

育
の
推
進
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
の
発
達
障
が
い
児
へ
の
支
援
、
育

児
サ
ー
ク
ル
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
病
気
の
回
復
期
に
お

い
て
集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
に
一
時

的
に
病
院
等
の
施
設
で
保
育
を
行
う
「
病

後
児
保
育
事
業
」
を
西
原
町
と
連
携
し

て
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

ま
た
、
要
保
護
児
童
の
発
見
、
予
防

の
対
応
を
行
う
児
童
相
談
員
の
配
置
や

こ
ど
も
手
当
（
児
童
手
当
）
制
度
の
周

知
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
第
３
子
以
降
保
育
料
無
料
化
事
業
や

認
可
外
保
育
施
設
の
衛
生
安
全
対
策
事

業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
す

こ
や
か
保
育
事
業
な
ど
村
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

障
が
い
者
（
児
）
福
祉

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
障
が
い
者
（
児
）
及
び
家
族
の

方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

障
が
い
者
自
立
支
援
法
等
の
各
法
に
基

づ
き
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
、

補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
給
付
や
障
が

い
児
者
相
談
支
援
事
業
、
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
強
化
等
の
地
域
生
活
支

援
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
難
病
等

居
宅
生
活
支
援
事
業
、
小
児
慢
性
特
定

疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
も
継

続
い
た
し
ま
す
。

発
達
障
が
い
児
へ
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
障
が
い
児
者
相
談
支
援
事
業

の
強
化
を
図
り
、
学
校
、
地
域
、
医
療

と
の
更
な
る
連
携
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
・
介
護
予
防

介
護
保
険
を
含
む
高
齢
者
福
祉
は
、

村
直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
、
総
合
相
談
、
権
利
擁
護

事
業
、
高
齢
者
介
護
予
防
事
業
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
体
制
整
備
事
業
、
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
活
動
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
、
介
護

保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
と
保
険
料

増
加
の
抑
制
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
一
層
の
介
護
予
防
事
業
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

本
村
で
は
平
成
21
年
度
ま
で
に
10
自

治
会
に
お
い
て
、
運
動
機
能
の
維
持
増

進
を
中
心
と
す
る
介
護
予
防
事
業
（
と

よ
む
ち
ょ
筋
事
業
）を
実
施
し
て
お
り
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
も
導
入
し
な
が

ら
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
事
業
」
に
繋
げ
て
い
く

予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
治
会
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

敬
老
関
連
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
新

百
歳
、
カ
ジ
マ
ヤ
ー
、
ト
ー
カ
チ
祝
い

を
迎
え
た
方
々
へ
の
慶
祝
訪
問
や
各
自

治
会
の
敬
老
会
事
業
補
助
金
の
交
付
を

引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金

国
民
年
金
制
度
が
平
成
22
年
よ
り
国

民
年
金
機
構
に
業
務
が
移
管
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ

と
ん
ど
変
更
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
治
体
に
お
け
る
年
金
業
務
は
、
資

格
状
況
の
届
出
、
年
金
保
険
料
の
減
免

申
請
受
付
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
業

務
が
委
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年
金
受

給
権
の
確
保
は
、
村
民
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
に
向
け
て
重
要
で
あ
り
、

未
納
者
解
消
や
納
付
相
談
を
充
実
さ
せ

村
民
皆
年
金
の
確
立
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

な
お
、
本
村
に
お
け
る
平
成
20
年
の

年
金
受
給
は
、
２，
９
０
０
件
、
19
億
１

千
８
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

健
康
・
医
療
の
拡
充

健
康
・
医
療
の
拡
充
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
健
康
中
城
21
・
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
健
康
・
介
護
高

齢
者
支
援
等
体
系
的
に
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
推
進
方
策
と
し

て
「
明
る
く
健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
合

う
」、「
高
齢
者
の
い
き
い
き
と
し
た
暮

ら
し
を
支
え
合
う
」
を
掲
げ
て
お
り
、

生
活
習
慣
予
防
対
策
と
し
て
住
民
の
健

康
診
断
と
併
せ
、
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
特
定
健

康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
30
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

々
を
対
象
と
し
た
一
般
住
民
健
診
を
20

歳
代
か
ら
も
健
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
を
拡
充
し
、
病
気
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
と
し

て
進
め
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を

各
自
治
会
で
実
施
出
来
る
よ
う
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
乳
幼

児
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
医
療
費
助
成
に
名
称
を
改
め
、
入
院

費
の
無
料
化
を
現
行
の
６
歳
ま
で
を
中

学
校
卒
業
す
る
15
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
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お
け
る
初
動
体
制
の
強
化
、
署
所
の
配

置
や
管
轄
区
域
の
適
正
化
に
よ
る
現
場

到
達
時
間
の
短
縮
な
ど
、
住
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
域

化
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

防
災
対
策

平
成
20
年
８
月
に
那
覇
市
で
起
き
た

ガ
ー
ブ
川
鉄
砲
水
事
故
や
平
成
22
年
１

月
に
西
イ
ン
ド
諸
島
の
ハ
イ
チ
共
和
国

で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
０

の
大
地
震
な
ど
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
予
測
で
き
な
い
災
害
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
備
え
を
す
る
か
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

本
村
で
は
、
国
や
県
、
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
防
災
体
制
の
確
立
を
進

め
て
い
く
た
め
、
平
成
22
年
度
よ
り
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

墓
地
対
策

墓
地
の
散
在
化
に
よ
る
土
地
利
用
の

無
秩
序
、
景
観
の
悪
化
等
を
防
ぐ
た
め

公
営
墓
地
整
備
計
画
や
墓
地
施
策
の
基

本
方
針
を
示
す
墓
地
基
本
計
画
を
策
定

中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度

を
目
途
に
沖
縄
県
よ
り
墓
地
・
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
委
譲
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
施
行
に
関
し
条

例
等
の
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

（
５
）
平
和
行
政
等
の
推
進

平
和
行
政
・
国
際
交
流
の
推
進

本
村
は
、
平
和
憲
法
の
精
神
を
堅
持

し
、
１
９
８
５
年
に
宣
言
さ
れ
た
「
中

城
村
非
核
宣
言
」
の
も
と
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

中
学
生
が
同
世
代
の
若
者
と
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
た
め
、
長

崎
県
で
開
催
さ
れ
る
平
和
祈
念
式
典
と

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
「
青
少
年
平
和

学
習
交
流
団
」
と
し
て
派
遣
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
中
城
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
中
城
村
出

身
の
戦
没
者
刻
銘
板
「
平
和
の
波
」
が

大
雨
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
地
盤
沈
下
に

よ
り
破
損
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度

に
お
き
ま
し
て
移
設
修
繕
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
度
ま
で

に
40
名
を
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
て

参
り
ま
し
た
。
研
修
を
通
し
ま
し
て
、

研
修
生
に
よ
る
沖
縄
・
中
城
に
対
す
る

強
い
思
い
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
、
研

修
制
度
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

南
米
各
国
の
村
人
会
と
中
城
村
の
持

続
し
た
友
好
交
流
関
係
の
更
な
る
発
展

の
た
め
、
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

人
権
啓
発
活
動

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う

思
い
や
り
の
心
」
を
目
標
に
人
権
擁
護

委
員
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
人
権
相

談
所
を
開
設
し
人
権
尊
重
の
高
揚
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

（
６
）
行
財
政
運
営
の
確
立

行
政
組
織
の
強
化

村
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、

よ
り
効
果
的
で
行
き
届
い
た
行
政
施
策

が
求
め
ら
れ
、
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
城
村
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
事
務
事
業
及
び
組
織
機
構
の
見
直
し

を
行
い
、
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正

化
、
財
政
の
健
全
化
、
人
材
育
成
の
推

進
等
の
検
討
を
行
い
、
簡
素
で
効
率
的

な
組
織
を
目
指
し
、
段
階
的
な
機
構
改

革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
中
城
村
独
自
で
の
対
応
が
困

難
な
広
域
的
な
対
応
す
べ
き
事
務
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
務
の
効
率
性
及
び
経

済
性
、
効
果
等
を
考
慮
し
、
広
域
行
政

圏
の
活
用
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

職
員
の
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
初

任
者
研
修
、
監
督
者
研
修
、
専
門
的
業

務
研
修
等
に
も
積
極
的
に
派
遣
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
化
の
観

点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
身
体
障
害
者
用

の
ト
イ
レ
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
伴
う

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
会
議
室
の
充
実
も
含
め

た
多
目
的
施
設
と
し
て
整
備
い
た
し
ま

す
。

情
報
化
の
推
進

本
村
の
各
情
報
シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱

っ
て
い
る
情
報
に
は
、
村
民
の
個
人
情

報
の
み
な
ら
ず
行
政
運
営
上
重
要
な
情

報
な
ど
、
外
部
へ
の
漏
洩
等
が
発
生
し

た
場
合
に
、
極
め
て
重
大
な
結
果
を
招

く
情
報
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
村
は
こ
れ
ら
の
情
報

並
び
に
情
報
を
取
り
扱
う
情
報
シ
ス
テ

ム
を
情
報
資
産
と
し
て
位
置
付
け
、
シ

ス
テ
ム
上
の
技
術
的
脅
威
及
び
人
的
脅

威
等
あ
ら
ゆ
る
脅
威
に
対
す
る
予
防
策
、

抑
止
策
、
発
見
並
び
に
回
復
に
つ
い
て
、

組
織
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
村

民
の
財
産
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
を
守
る

と
と
も
に
事
務
の
安
全
か
つ
安
定
的
な

運
営
、
さ
ら
に
電
子
政
府
や
電
子
自
治

体
へ
の
対
応
の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
本
村
の
情
報
資
産
の

機
密
性
、
完
全
性
及
び
可
用
性
を
維
持

す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
老
朽
化
し

た
機
器
等
の
更
改
と
機
能
強
化
を
図
る

た
め
の
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
強
化

し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
１
月
に
設
置
し
ま
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地
域
が
協
働
で
整
備
で
き
る
部
分
は
、

道
路
補
修
資
材
等
の
提
供
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
推
進

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

春
・
夏
・
秋
・
年
末
年
始
の
年
４
回
関

係
機
関
連
携
の
も
と
交
通
安
全
運
動
を

展
開
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て

広
報
誌
、
ポ
ス
タ
ー
、
防
災
無
線
等
を

活
用
し
た
意
識
啓
発
を
行
い
宜
野
湾
警

察
署
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
、
交
通
安

全
対
策
特
別
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し

ま
し
て
、
反
射
鏡
、
防
犯
灯
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
、
交
通
安
全
対
策
を
実
施
い

た
し
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
充

実
し
た
集
落
内
安
全
対
策
整
備
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
担
当
課
と
協

力
し
、
村
内
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
重

視
し
て
参
り
ま
す
。

中
城
ら
し
い
風
景
づ
く
り

平
成
22
年
度
よ
り
、
風
景
づ
く
り
推

進
事
業
を
活
用
し
、
景
観
計
画
を
策
定

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環
境
の

保
全
や
中
城
村
の
歴
史
的
環
境
を
活
か

し
た
景
観
形
成
を
推
進
し
ま
す
。
中
城

の
顔
づ
く
り
、
魅
力
と
特
色
あ
る
街
並

み
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
整
備
事
業

上
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
22
年
度
の
予
定
と
し
て
、
南
上
原

土
地
区
画
整
理
地
区
内
、
集
落
内
等
の

配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水

等
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
配
水

管
の
改
良
工
事
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
村
内
の
給
水
に
つ
き
ま
し
て

は
、
南
上
原
配
水
池
、
新
垣
配
水
池
、

奥
間
調
整
池
の
三
施
設
が
整
備
さ
れ
、

安
定
し
た
給
水
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
安
全
な
水
道
水
の
給
水
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

下
水
道
整
備
事
業

下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
22
年
度
は
、
国
道
３
２
９
号
線
安

里
地
域
か
ら
当
間
地
域
の
本
管
工
事
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
南
上
原
土

地
区
画
整
理
地
区
内
の
詳
細
設
計
並
び

に
集
落
内
の
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

現
在
の
下
水
道
の
接
続
可
能
区
域
に

つ
き
ま
し
て
は
、
伊
集
か
ら
当
間
間
の

一
部
が
供
用
開
始
し
て
お
り
、
使
用
可

能
世
帯
数
１，
７
５
６
世
帯
に
対
し
、
使

用
世
帯
数
４
５
２
世
帯
で
、
接
続
率
が

25
・
74
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
よ
り
屋
宜
被
留

線
及
び
吉
の
浦
線
の
一
部
が
供
用
開
始

と
な
る
こ
と
か
ら
地
域
の
公
共
施
設
、

企
業
等
の
接
続
が
可
能
と
な
り
、
接
続

数
、
使
用
料
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
生
活
環
境

の
多
様
化
や
事
業
活
動
の
進
展
に
伴
い
、

ゴ
ミ
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ

を
減
ら
す
、
繰
り
返
し
使
う
、
資
源
化

す
る
、
ま
た
適
正
な
処
理
を
行
う
と
い

っ
た
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

生
活
排
水
や
し
尿
に
関
し
ま
し
て
は
、

快
適
な
住
環
境
の
整
備
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を

図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
の
整
備
や
合

併
浄
化
槽
設
置
へ
の
補
助
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
的
に
は

中
城
村
全
域
を
水
洗
化
す
る
も
の
考
え

て
お
り
ま
す
。

騒
音
対
策

平
成
19
年
８
月
に
合
意
さ
れ
た
米
軍

普
天
間
飛
行
場
を
離
発
着
す
る
軍
用
機

の
場
周
経
路
変
更
や
嘉
手
納
基
地
で
実

施
さ
れ
た
即
応
訓
練
、
外
来
機
に
よ
る

訓
練
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
騒
音
被
害
が

著
し
く
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
航
空
機

等
騒
音
は
、
米
軍
基
地
が
所
在
し
な
い

市
町
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
不
特
定
多

数
の
住
民
が
、
そ
の
意
思
に
関
係
な
く

被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
最
も
深

刻
な
問
題
で
あ
り
、
被
害
が
沖
縄
県
下

で
発
生
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
改
め

て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
他
市
町
村
と
も
連
携
を
密

に
し
、
被
害
の
現
状
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
救
急
業
務
の
確
立

消
防
・
救
急
・
救
助
活
動
は
、
火
災

の
警
戒
、鎮
圧
等
の
警
防
活
動
を
始
め
、

火
災
予
防
広
報
・
予
防
査
察
、
防
火
管

理
者
の
指
導
・
育
成
及
び
救
急
業
務
の

高
度
化
、
消
防
施
設
等
消
防
力
の
充
実

・
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
実
践

的
で
実
効
性
の
あ
る
教
育
訓
練
を
通
し

て
住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
高
度
情
報
化
時
代
の
到
来
に

よ
り
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
10
月
に
総
務

省
総
合
通
信
基
盤
局
か
ら
「
電
波
法
関

係
審
査
基
準
の
一
部
改
正
」が
出
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数

の
使
用
期
限
が
平
成
28
年
５
月
31
日
ま

で
と
さ
れ
、
全
国
の
消
防
本
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
早
期
に
消
防
救
急
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
移
行
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
の
消
防
広
域
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日
に

「
沖
縄
県
消
防
広
域
化
等
研
究
協
議
会
」

が
発
足
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
広
域

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に
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平成22年度予算 

当初予算のあらまし 当初予算のあらまし 
平成22年第2回中城村議会で、平成22年度予算が可決されました。 
一般会計は、52億2,500万円、特別会計は、33億4,202万円で総額85億6,702万となっています。 

【一般会計当初予算額】 

52億2,500万円 

歳 

入 

歳 

出 

議会費 
8,793万円 

その他 
1億8,440万円 

村税 
13億9,635万円 

地方譲与税 
3,740万円 

地方消費税交付金 
1億円 

地方交付税 
14億5,900万円 

使用料及び手数料 
8,853万円 

国庫支出金 
10億5,683万円 

県支出金 
3億1,769万円 

村債 
5億8,480万円 

民生費 
13億5,583万円 

衛生費 
6億6,447万円 

農林水産業費 
1億4,758万円 

消防費 
2億1,611万円 
消防費 

2億1,611万円 

教育費 
5億7,087万円 

その他 
5億4,364万円 総務費 

7億2,024万円 

土木費 
9億1,833万円 

村税 
地方譲与税 
地方消費税交付金 
地方交付税 
使用料及び手数料 
国庫支出金 
県支出金 
村債 
その他 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13億9,635万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,740万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億円 
・・・・・・・・・・・・・・ 14億5,900万円 

・・・・・・・・・・・・ 8,853万円 
・・・・・・・・・・・・・・ 10億5,683万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3億1,769万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5億8,480万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億8,440万円 

議会費 
総務費    
民生費 
衛生費 
農林水産業費 
土木費 
消防費 
教育費 
その他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,793万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7億2,024万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13億5,583万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6億6,447万円 

・・・・・・・・・・・・・ 1億4,758万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9億1,833万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億1,611万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5億7,087万円 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5億4,364万円 

新 採 用 職 員 紹 介  新 採 用 職 員 紹 介  ４月１日付けで、３名の職員の採用がありました。 

　
４
月
か
ら
新
し
く
採

用
さ
れ
ま
し
た
、
金
城

穣
で
す
。
村
民
の
暮
ら

し
の
役
に
立
て
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。 

金　城　穣 
健康保険課 

　
銘
苅
と
言
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。 

銘　苅　卓 
都市建設課 

　
家
か
ら
役
場
ま
で
数

秒
の
聖
也
で
す
。「
地
元

に
全
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

比　嘉　聖　也 
上下水道課 
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中城村マスコットキャラクター

し
た
「
中
城
村
情
報
資
産
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
管
理
委
員
会
」
並
び
に
「
中
城
村
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム
」
を
活
用
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
情
報
通
信
技
術
に
関
す
る

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

村
税
の
徴
収
強
化

村
政
の
安
定
的
な
運
営
充
実
を
図
る

た
め
、
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
村
税

の
確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
近
年

の
あ
ら
た
な
税
制
度
に
伴
う
納
税
者
の

負
担
感
の
増
、ま
た
景
気
回
復
の
遅
れ
、

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
税
収
の
収

納
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
尚
一
層
、

村
税
の
徴
収
率
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

本
村
に
お
け
る
村
税
の
徴
収
率
は
、

毎
年
、
わ
ず
か
な
が
ら
伸
び
て
お
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
多
額
の
滞
納
額
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
引
き
続
き

更
な
る
徴
収
率
の
向
上
、
累
積
滞
納
額

の
縮
減
を
図
る
た
め
、
滞
納
整
理
に
お

き
ま
し
て
コ
ザ
県
税
事
務
所
と
連
携
す

る
と
と
も
に
、
税
負
担
の
公
平
・
公
正

を
期
す
る
た
め
、
共
同
催
告
や
納
税
意

識
の
希
薄
な
滞
納
者
へ
の
法
的
措
置
を

積
極
的
に
行
い
、
よ
り
一
層
、
村
税
の

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

財
政
の
効
率
化

村
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く

景
気
低
迷
に
よ
り
、
自
主
財
源
の
柱
で

あ
る
村
税
の
増
加
が
期
待
で
き
ず
、
さ

ら
に
地
方
譲
与
税
等
に
つ
き
ま
し
て
も

前
年
度
を
大
幅
に
落
ち
込
む
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
や

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、

若
干
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

一
方
、
歳
出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
更
な

る
創
意
工
夫
に
よ
る
事
務
事
業
の
徹
底

し
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
よ

り
実
施
し
た
第
３
子
以
降
保
育
料
無
料

化
事
業
に
続
き
、
医
療
費
助
成
事
業
（
入

院
費
用
15
歳
ま
で
拡
充
）、
住
民
健
診

の
拡
充
（
20
歳
〜
29
歳
）、
並
び
に
吉

の
浦
地
区
公
園
改
修
事
業
、
南
上
原
小

学
校
（
仮
称
）
基
本
・
実
施
設
計
等
に

充
て
る
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄
り
の
皆
様
方
が

安
心
し
て
健
康
で
長
生
き
出
来
る
よ
う

な
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
各
分
野
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
を
い

た
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
施
策
の
優

先
度
の
さ
ら
な
る
精
査
を
行
い
、
経
費

の
節
減
を
図
る
と
と
も
に
、
最
大
限
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
財
政
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
22
年
度
の
村
政
経
営
に

関
す
る
所
信
の
一
端
と
諸
施
策
の
概
要

を
申
し
述
べ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ご
提

案
し
ま
し
た
諸
施
策
が
完
全
に
執
行
で

き
る
よ
う
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
を
始
め
、
村
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

一
般
会
計
予
算
（
案
）
並
び
に
特
別
会

計
予
算
（
案
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

平
成
22
年
３
月
８
日

中
城
村
長
　
浜

田

京

介

４

お
わ
り
に

一般会計予算 

国民健康保険特別会計予算 

老人保健特別会計予算 

土地区画整理事業特別会計予算 

後期高齢者医療特別会計予算 

水道事業会計予算 

公共下水道特別会計予算 

合　　　計 

5,225,000 千円 

2,168,012 千円 

88 千円 

300,317 千円 

100,275 千円 

534,217 千円 

342,320 千円 

8,670,229 千円 

琉球舞踊サークル生募集中（初心者大歓迎） 

屋宜恵美子琉舞研究所　TEL.098-895-5120 
中城村字伊集151-2　　 携帯090-4471-6011

◎曜　日 …… 火、木（その他ご相談に応じます。） 

◎時　間 …… 1回90分 → 月4回 

◎料　金 …… 1ヶ月（3,000円） 

楽しく踊って、ストレス解消しませんか！ 
少人数で踊りやすい環境（1グループ5人～7人） 

お
け
い
こ 

西原浄水場 

ニューマン 

学秀館 

琉舞研究所 

国道329号線 
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【持参するもの】 
●現況届●印鑑●受給者（振込
口座名義人）本人の健康保険証
のコピー（厚生年金加入者のみ）
（会場でのコピーはしませんので、
必ずコピーを取ってきてください） 
※健康保険証のコピーがあれば、
勤務先から年金加入証明（現況
届の証明蘭）をもらう必要はあり
ません。 
●児童の住民票謄本（児童と住
民票上の住所が違う方のみ） 
【お問い合わせ】 
中城村役場福祉課　 
電話 895-2131（26４） 

　平成２２年度子ども手当現況届の受付を下記のとおり
行います。現在児童手当を受給中の保護者の皆様は
期間内に手続きを行って下さい。 

◆受付場所：吉の浦会館   ◆受付時間：9:00～12:00  13:00～17:00 
※都合により上記日程に提出できない場合は、６月３０日までに中城村役
　場福祉課で届出を済ませてください。（土・日・祝祭日は除く） 

　4月から子ども手当制度がスタート。子ども手当は、次代の社会を担う子どもの
健やかな育ちを社会全体で応援するため、中学校修了までの子ども1人につき
月額1万3千円を支給する制度です。 

子ども手当制度がはじまりました 子ども手当制度がはじまりました 
～「児童手当」から「子ども手当」へ～ 

1．支給対象となる子ども　０歳から１５歳以後の最初の３月３１日までの間にある子ども 
2．受給資格者　　・子どもを監護し、かつ、生計を同一にする父母（単身赴任や就学等の理由で別居中の子

どもを扶養してる方も含まれますが、この場合は個別通知ができませんのでお問い合せく
ださい。） 

　　　　　　　　・父母に養育されていない子どもについては、子どもを監護し、かつ、生計を維持する方（祖
父母等）となります。 
※1.児童手当制度は、小学校修了前の子どもが対象で、親等に所得制限がありましたが、
子ども手当は、中学校修了前まで支給対象が拡大し、所得制限もありません。 

※2.公務員（郵政・独立行政法人は除く）については、所属する職場での手続きが必要に
なりますので、給与担当者へご確認ください。 

3．手当の額　　　  一人あたり月額1万3千円 
4．申請受付期間　  平成22年4月1日～平成22年9月30日（土曜･日曜日、祝日、慰霊の日は除く） 

※受付期間内に申請すれば4月分から支給されますが、本年4月1日以降に本村に転入さ
れた方や出産等で新たに対象となる子どもを扶養することになった場合は、申請月の翌
月分からの支給となりますのでご注意下さい。 

 
 
 
5．手当の支払月　  6月、10月、2月に前月分までの手当を支給します。 

※児童手当を受給されていた方への本年6月期の支給については、児童手当の2月･3月
分と子ども手当の4月･5月分が支給されることになり、10月期以降は子ども手当として4ヶ
月分が支給されます。 

6．支払の処理について　申請猶予期間は9月30日までですが、以下の日程により支払ますのでご了承ください。 
●5月15日までに提出→6月期に4･5月分を支給（10月期からは通常通り4月分ずつ支給） 
●9月15日までに提出→１０月期に4～9月分を支給（2月期からは通常通り4月分ずつ支給） 
●9月16日から9月30日までに提出→2月期に4～1月分を支給 

◆申請が不要な方　･本年3月31日現在、中城村で児童手当を受給しており、本年4月現在において中学校
　　　　　　　　　 新2年生及び新3年生がいない世帯（自動的に子ども手当が支給されます。） 

子ども手当現況届のお知らせ 

　現況届とは、毎年６月１日における状況を記載し、子ども手当を引き続
き受ける必要があるかどうかを確認するためのものです。現況届の提出
がないと６月分以降の手当が受けられなくなりますのでご注意下さい。 

6月15日（火） 伊集・和宇慶・南浜・北浜・津覇・奥間・浜・県営中城団地 

6月16日（水） 安里・当間・添石・伊舎堂・泊・南上原 

6月17日（木） 屋宜・久場・登又・新垣・北上原・ｻﾝﾋﾙｽ ・゙第2団地 
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むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

4月7～8日、村内両小中学校で、入学式が行われ（中
城中153名、中城小83名、津覇小80名）が新たな一歩を
踏み出しました。
中城小学校の入学式では、新一年生が6年生に手を引

かれ可愛らしく入場。稲嶺春美校長先生から「安全に
気をつけて、横断歩道を渡りましょう。明日から元気
よく学校に来るのを待っています」とあいさつ。浜田
村長が「車には気をつけて友達と仲良くして下さい。
早く寝て早く起きて、朝ごはんを食べて、学校に来て
下さい。」とあいさつがあり、新一年生は、大きく元気
な声で「はい」と返事をしていました。

新しい学校生活の始まり
4月7日、8日村内の両小・中学校入学式

元気に空を泳ぐ

4月28日、こいのぼり掲揚式

↓中城小入学式
↑中城中入学式

綺
麗
な
音
色
を
披
露

５
月
９
日
、
第
30
回
母
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

第
30
回
母
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
が
吉
の
浦
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
渡
山
安
信
さ
ん
の
指
揮
の
下
、「
ア
イ
ネ
ク
ラ

イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
等
を
演
奏
し
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。
30
回
記
念
の
と
し
て
津
覇
小
、

中
城
小
の
音
楽
部
が
合
同
で
演
奏
を
し
、
ゲ
ス
ト

に
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
石
坂
美
砂
さ
ん
の
歌
声
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
28
日
、
吉
の
浦
公
園
の
掲
揚

台
前
に
て
、
村
内
に
あ
る
９
ヶ
所
の

保
育
所
の
園
児
（
公
立
２
ヶ
所
、
認

可
外
７
ヶ
所
）
が
参
加
し
こ
い
の
ぼ

り
掲
揚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浜
田
京
介
村
長
は
「
皆
さ
ん
が
元

気
で
、
友
達
と
仲
良
く
す
る
為
に
、

こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
ま
す
。
友
達
と

仲
良
く
出
来
ま
す
か
」
の
あ
い
さ
つ

し
、
全
園
児
で
力
を
合
わ
せ
て
こ
い

の
ぼ
り
を
掲
揚
し
て
い
ま
し
た
。将来が楽しみ

3月24日、村長表敬訪問

３
月
24
日
、
村
内
出
身
で

南
風
原
中
学
校
に
通
う
、
比

嘉
健
斗
さ
ん
（
当
時
中
２
）、

比
嘉
竜
希
さ
ん（
当
時
中
１
）

が
、
第
53
回
全
沖
縄
中
学
校

新
人
大
会
、
柔
道
で
優
勝
を

の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

浜
田
村
長
か
ら
、
中
城
村

出
身
者
が
、
頑
張
っ
て
い
る

事
を
聞
く
の
は
、
嬉
し
い
と

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
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社団法人　宜野湾青年会議所 

事業概要 
「中城城跡世界遺産登録10周年事業 中城城跡！不思議・発見！」 

～ 0歳から中学校卒業までのお子さんの医療費を助成します  所得制限がなくなります ～ 
乳幼児医療費助成制度 乳幼児医療費助成制度 児童医療費助成制度 児童医療費助成制度 

「赤十字の活動にご支援を」各世帯年間500円の協力金が赤十字活動の支えです。 

（社）宜野湾青年会議所 ちゅらしまビジョン委員会 
担当委員長　山田　邦昌　　担当副委員長　大城　達弘　　大浜　孫周 

宜野湾市普天間2-4-7　電話 896-1636　FAX 896-1645

実施日時 2010年5月３０日（日）午前８時半～午後６時 

実施場所 

事業対象者 

事業対象年齢 

中城城跡　座喜味城跡　今帰仁城跡　その他　中城城跡（護佐丸）に関する場所 

宜野湾市、北中城村、中城村在一般住民の方 

小学生（保護者同伴可能な方）～上限なし 

0～2歳 2割 

2割 

入院･通院（3歳になる誕生日の月まで） 

4～15歳 2割 入院のみ（4歳になった翌月から中学校卒業まで） 

対象年齢 医療費の一部負担 助成内容 

3歳 
入院･通院（3歳になった翌月から4歳になる誕生日の月まで） 
（ただし、通院のみ1医療機関（薬局含む）ごとに1ヶ月1,000円は保護者自己負担となります） 
 

事業内容 １ 中城城跡周辺のゴミ拾い（護佐丸　530→ゴミゼロ運動） 
２ 護佐丸にゆかりのある各城跡を訪問し、中城城跡の歴史、文化、伝統等を再確認していただく。 

事業目的 中城城跡世界遺産登録10周年の節目に、中城城跡（護佐丸）という文化に光をあて、地域住民 
の方 に々歴史ある文化の素晴らしさをお伝えする。 

対象条件 

＊ 中城村内に住所があり、各種健康保険に加入している乳児・幼児・児童。 
＊ 生活保護やその他医療費の公的助成を受けている乳児等は対象になりません。 

対象期間 

＊ 出生した日、または中城村内に住み始めた日から満15歳に達した日以降の最初の3月31日まで 

手続き方法 

【お問い合せ先】　中城村役場　健康保険課まで　電話 895-2131（内線254） 

①受給資格者証の交付に必要なもの 
　：健康保険手帳（子供の名が確認できるもの） ：印鑑（認印可） ：保護者の通帳（郵便局以外） 
　※転入者は、前住所の所得課税証明書（全開示） 注）証明書は保護者（所得の高い方） 
②医療費助成申請に必要なもの 
　：医療機関の領収書 ※診療を受けた翌月から1年以内のもの。 受給資格者証。 ：印鑑（認印可）。 
　：乳幼児医療費助成金支給申請書。 

　日本赤十字社の活動は人道・博愛の理念のもと、災害救護や輸血用血液の供給、医療の
提供、青少年の健全育成などの事業や世界各地で救護を必要としている人 を々支援します。 
　村民の皆様には、赤十字の人道的事業へのご理解と自治会や赤十字奉仕団員の皆様が
各家庭や事業所を訪問の際はぜひご協力をいただき、世界の平和と人類の福祉の向上の
一翼を担っていただきますようお願い申し上げます。 

名称・内容が 
変わります。 
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村
議
会
３
月
定
例
会
の
同

意
を
得
て
、４
月
１
日
付
け
で

井
口
善
博
さ
ん
が
教
育
委
員

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
浜

田
村
長
か
ら
は
「
中
城
村
の

教
育
と
発
展
に
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。 

行
政
相
談
週
間
は
じ
ま
る（
5
月
18
日
〜
24
日
） 

◎
相
談
内
容 

医
療
保
険
・
年
金
・
老
人
保
健
・
福
祉
・
雇
用
保
険
・
交

通
安
全
・
恩
給
・
公
害
・
戸
籍
・
道
路
・
環
境
衛
生
・
登
記

な
ど 

◎
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
桃
原
廣
一

さ
ん
で
す
。（
総
務
大
臣
委
嘱
） 

電
話
‥
8
9
5-

5
6
7
4（
自
宅
） 

◎
国
民
と
行
政
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

総
務
省
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
の
行
政
苦
情
1
1
0
番

T
E
L
‥
0
9
8（
8
6
7
）1
1
0
0
 

T
E
L
‥
0
5
7
0-

0
9
0
1
1
0
　 

（
受
付
時
間
は
平
日
の
8 
‥ 
30
〜
17 
‥ 
15
ま
で
。
時
間

外
は
留
守
番
電
話
対
応
） 

犬鑑札･狂犬病予防注射済票が変わりました 

　
３
月
18
日
、村
長
室
に
て
中
城
中
学
校
29
期
同
期
会
一

同
の
代
表
の
新
垣
徳
満
さ
ん
か
ら
人
材
育
成
基
金
へ
と
、６

万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。（
写
真
上
） 

　
安
里
雄
徳
さ
ん
か
ら
、鬼
太
鼓
座
の
有
益
費
か
ら
な
か

よ
し
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
太
鼓
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
発
電
用
施
設

の
立
地
地
域
・
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施

設
整
備
や
、住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に

対
し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、発
電
用
施

設
の
設
置
に
係
る
地
域
の
理
解
促
進
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
21
年
度
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
と
し
て
左
記
事
業
を
実
施
致
し
ま
し
た
。 

平
成
21
年
度
事
業
内
容 

■
吉
の
浦
公
園
整
備
事
業（
調
査
設
計
業
務
） 

■
久
場
真
尻
原
地
区
排
水
路
整
備
事
業 

■
中
城
村
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業 

■
村
道
奥
間
南
上
原
線
防
護
柵
設
置
事
業 

■
村
道
潮
垣
線
歩
道
新
設
事
業 

電
源
立
地
地
域
対
策 

交
付
金
事
業
報
告 

平成 

21 
年度 

教
育
委
員
長
が 

　
変
わ
り
ま
し
た
!!
 

教育委員長 
井 口 善 博さん 

犬鑑札がかわいい形になりました。 
　新しい犬鑑札は、平成22年度4月1日受付分から交付しています。すで
に楕円形の犬鑑札の交付を受けている場合、現在の楕円形犬鑑札が、
そのまま有効です。すでに交付を受けている楕円形の犬鑑札を新しい
犬鑑札に変更する場合は、再交付手続きが必要となります。 
（鑑札再交付手数料 1,600円） 

狂犬病予防注射済票が小さくなりました。 
　狂犬病予防注射済票は、これまでよりひと回り小さい形に変わり、首輪
などに着けやすくなりました。 
　犬には犬鑑札と狂犬病予防注射済票を着けるものと定められています。
また、万が一、犬が迷子になって保護されたときに、飼い主が分かる「迷
子札」の役割もあります。愛犬には必ず、犬鑑札と狂犬病予防注射済票
を装着して下さい。 

お問い合せ先：中城村役場住民生活課　生活環境係　電話895-2131（内線222） 

犬鑑札および狂犬病予防注射済票 
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年金手帳
 前年の

所得を
 

証明す
るもの

 
雇用保

険 

受給資
格者証

 

の写し
 

後日、日本年金機構が前年の所得などを審査して、承認・却下の通知書をお手元に郵送します。 

平成21年度（平成21年7月～平成22年6月）免除申請【受付期限】平成22年7月末日まで 
平成22年度（平成22年7月～平成23年6月）免除申請【受付開始】平成22年7月1日より 

お住まいの市町村の担当窓口で！ 

保険料免除 
納付猶予の 
手続きは 

保険料免除 
納付猶予の 
手続きは 

保険料免除 
納付猶予の 
手続きは 

保

険

料

免

除

制

度

 

　
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
め
る
「
一
部

納
付
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
部
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
保
険

料
を
納
め
な
い
と
未
納
期
間
扱
い
に
な
り
ま
す
。 

　
所
得
が
少
な
く
、

こ
れ
か
ら
先
の
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
方
は
、
市
町
村

の
国
民
年
金
担
当
窓

口
に
申
請
し
、
日
本

年
金
機
構
で
前
年
の

所
得
な
ど
を
審
査
し
て
、
承
認
を
受
け
る
と
、

そ
の
期
間
の
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納

付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
就
職
が
困
難
あ
る
い

は
失
業
な
ど
で
、
所
得

が
少
な
く
、
こ
れ
か
ら

先
の
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
場
合
は
、

市
町
村
の
国
民
年
金
担

当
の
窓
口
に
申
請
し
、

日
本
年
金
機
構
で
前
年
の
所
得
な
ど
を
審
査
し

て
、
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料

の
全
額
が
納
付
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利
用
で
き
る
制
度

で
す
。 

①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの 
　　　　　　　　　　　　　　　（納付書等） 

②認印(本人が署名する場合は不要） 

③他の市町村から転入された方は、前年の所得状況 

【各種控除内容（社会保険料控除、医療費控除等）
も記載されている】を証明するもの 

④失業などを理由とするときは、下記のいずれか
が必要です。（平成21年3月31日以降の離職に限る） 

●雇用保険受給資格者証の写し 

●雇用保険被保険者資格喪失確認通知書の写し 

●雇用保険被保険者離職票の写し 

●公務員等については、辞令の写し 

●離職者支援金貸付制度の貸付金を受けた場合は 
　「貸付決定通知書」の写し 

※雇用保険の適用のない離職者の方は、市町村の国民年
金担当窓口へお問い合わせください。 
※申請者の配偶者及び世帯主が失業の場合は、該当する
すべての方の分が必要です。 

手続きに持参いただくもの 手続きに持参いただくもの 

【お問い合わせ】中城村役場 福祉課 年金係 TEL895－2131（内線264） 

【相談・問い合わせ先】 福祉課 介護福祉係 中城村地域包括支援センター  TEL 895-2131（内線261・260） 

「特定高齢者介護予防事業」とは… 
実際に介護が必要となる前に、デイサービス事業所等で3ヶ月間（週2回ペース）筋力向上トレーニングを

中心に体力強化を行い、介護が必要とならないように健康増進を行う事業です（無料、送迎あり）。 
「特定高齢者介護予防事業」は、住民健診（集団）を受けた方が対象となります。かかりつけ医への
受診のみや病院での個別健診の方は対象となりません。 

平成21年度は20名の方がこの事業に参加しました。参加した方

からは、『膝の痛みが楽になった』『よく眠れるようになった』などの

感想が聞かれています。 

※最近、「足腰が弱くなっている」「家に閉じこもりがちである」など

　と感じている方は、ぜひ住民健診（集団）を受けてください。 

６月から、吉の浦会館で住民健診（集団）が行われます（久場・泊地区に関しては久場公民館）。村で
は健診会場で、65歳以上の方（介護認定を受けている方は除く）を対象に、介護予防事業等への参加
の必要性を判断する「生活機能評価」を実施しています。健診会場で受付後に25項目のチェックリストを

実施します。 

「生活機能チェック」の結果、項目に該当された方はそのまま会場内で追加される検査を受けます。 

①検診機関からの結果通知に、「生活機能評価判定」が表示されます。 

②「生活機能低下（有）」「医学的観点からみた事業利用の適否（適）」との判定を受けた方には、役場の

　地域包括支援センターの職員がご自宅に連絡を差し上げます。 

③②の方から特定高齢者介護予防事業への参加について了解が得られれば、地域包括支援センター職員

　が、3ヶ月間の介護予防プランを作成した上で、事業への参加となります。 

平成22年度　学生納付特例　受付中 
　20歳以上であれば、学生であっても国民年金に加入し、年金保険料を納めなければなりません。しかし、収入
が少なく納めることが出来なければ、「学生納付特例」を申請することが出来ます。 
【必要書類】学生証（コピー可）･在学証明書のいずれか　認印 
　　　　　  前年度社会人だった方は、離職票又は、雇用保険受給資格者証（H21.3.31以降の離職に限る） 
※学生特例は、毎年手続きが必要です。　　お問い合せ：福祉課　国民年金係　電話895-2131（内線264） 
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　 沖縄環境企画株式会社 

総合水処理業 
水と環境の調和を目ざす 

代表取締役社長　大　城　憲　和 

本　社／那覇市字真地183番地 
電話（098）831-9939

支　店／南風原町字新川98-1
電話（098）889-3110
FAX（098）888-0346

ISO 9001 
認証取得 

介介護護シシリリーーズズ
2200
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空調・衛生・総合水処理設備工事・保守点検業務 

代表取締役　天　願　智　一 

本　　 社 那覇市曙3丁目20番12号 TEL（098）861－6321

うるま支店 うるま市字赤道14番地6 TEL（098）973－3914

沖縄水質改良株式会社 

ヘルスアップ教室ってなに・・・？ 
　人間ドッグや住民健診の結果で肥満、高血圧、高血糖、高脂血症、検査結果に異常が

認められる方を対象に、生活習慣病予防、増悪予防を目的に開かれる教室です。 

平成２１年度も国保ヘルスアップ教室を11月～２月の3ヶ月間開
催し、第５期は1８名の方が卒業しました。 
運動や栄養について学び、見事9名の方がメタボを脱出！「や
らされている気持ちではなく、目標を持って楽しんで減量に取り
組むこと」が成功の秘訣のようです。 

●運動指導士によるウォーキングなどの運動実技 
●医師によるメタボ対策講話 
●保健師、看護師によるきめ細かい健康チェック 
●管理栄養士による講話＆ヘルシー調理実習 

全体でもこんなに変わりました！！ 

成功の秘訣は楽しむこと!! 教室内容のご紹介 

チェンジ☆ザ☆住民健診☆平成22年度～住民健診が変わります!!～ 

各公民館で行っていた住民健診を 
吉の浦会館で実施します。 
※久場区は公民館で行います。 
なお、会場までいらっしゃれない方のために 
無料送迎車(各公民館集合)を準備しております。 

健診場所が吉の浦会館へ 
職場等で受ける機会がない方、 
ぜひ、年1回の健康管理にお役立てください！！ 
※健診費用のうち、自己負担￥1000 
　（ガン検診は別料金） 
※ハガキ郵送予定 

・毎週火曜日、役場（健康保険課）で健康相談出来ます。 
・ヘルスアップ教室（夜の予定で３ヶ月間） 
・ハツラツ健康教室（昼の予定） 

20代・30代も健診が受けられます!!

健診を受けた方へ（国保加入者） 

平日はお仕事で受けられない方の 
ために、日曜健診を設けました！ 
詳しくは健康保険課　895-2131(内線253)まで 

日曜健診拡大！！ 
～働き盛りの皆さんへ～ 

脱
メ
タ
ボ
!
 

400

300

200

100

0
前 

317

標準値 

150

後 

142

中性脂肪 

この中に入ると標準です！ 

その他にも血圧、血糖値、尿酸、 
肝機能、コレステロールなど改善した方もいます。 ※腹囲男性85cm 女性90cm以下に加え血液データが正常値に改善した方。 

※18名の平均値 

体重　－2.8kg

腹囲　－5.9cm

体力年齢 
60歳→40歳 

メタボ脱出者!!
9名／16名中 

女性4名　男性14名の卒業生＆スタッフ 
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平成22年4月から国民健康保険税が軽減されます。

４
月
25
日
に
、
読
谷
村
運
動
広
場
に

て
、「
普
天
間
基
地
早
期
閉
鎖
・
返
還

と
県
内
移
設
に
反
対
し
、
国
外
・
県
外

移
設
を
求
め
る
県
民
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
城
村
か
ら
は
、
約
２
０
０

名
程
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

黄
色
の
T
シ
ャ
ツ
、
黄
色
の
小
物
を
身

に
つ
け
、
反
対
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

中
城
村
選
挙
管
理
委

員
会
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
写
真
左
よ
り
）

【
委
員
長
】
比
嘉
英
信

【
委
員
長
職
務
代
理
】

比
嘉
美
代
子

【
委
員
】

新
垣
キ
ミ

【
委
員
】

比
嘉
正
夫

任
期
は
平
成
22
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

軽減を受けるには申請が必要です。「雇用保険受給資格者証」と認印を持参のうえ
【中城村役場健康保険課⑥番窓口又は　電話895-2131】まで

●対象者は？
離職の翌日から翌年度末までの期間において、
（1）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇など

による離職）
（2）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどに

よる離職）として失業等給付を受ける方です。
※雇用保険受給資格者証の離職理由が 11, 12, 21, 22,
31, 32, 23, 33, 34 に該当される方
※高年齢受給資格者及び特例受給資格の方は対象とは
なりません。

“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格者）や“雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）をされた方へ

●制度が始まる前の失業は対象外ですか？
制度が始まる前1年以内（平成21年3月31日以降）に離
職された方は、平成22年度に限り国民健康保険税が軽
減されます。
※ただし、平成21年度の保険税は対象となりません。
ご了承ください。

●軽減額は？
国民健康保険料税は、前年所得などに
より算定されます。
軽減は、前年の給与所得のみを30/100
とみなして行われます。

●軽減期間は？
離職日の翌日から翌年度末までの期間
です。
※雇用保険の失業等給付を受ける期間
とは異なります。
※届出が遅れても遡及して軽減を受け
ることができます。
※国民健康保険に加入中は、途中で就
職しても引き続き対象となります
が、会社の健康保険に加入するなど
国民健康保険を脱退すると終了しま
す。
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　平成22年３月18日、中城北中城消防本部に新しい小型
動力ポンプ付水槽車（タンク車）が納車されました。 
　この車両は昭和62年に整備された小型動力ポンプ付水
槽車が22年と老朽化したため、平成21年度沖縄振興特
別交付金（消防防災設備）12,903,000円を活用し総事業
費36,750,000円で更新整備されました。 
　住民の生命、財産、安全を守るために活躍します。 旧水槽車 新水槽車 
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又
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介
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８
０
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４
月
現
在
） 

※
左
記
の
場
合
は
対
象
外 

　
①
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②
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県
で
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、
精
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は
身
体
の
重
度
障
が
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の
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、
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
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ど
、
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一
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、
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度
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が
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児
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対
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、

左
記
の
と
お
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支
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し
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ま
す
。 

中城村の人口 平成22年4月末現在

※（ ）内は前月との比較

（＋161）
（＋82）
（＋79）
（＋103）

17,426人
8,803人
8,623人
6,419世帯

人　口
男
女
世帯数
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6
7

※
行
事
日
程
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

乳児一般健診（前期13:00～13:30 後期14:00～14:30）

バスケット大会(村体協)

住民健診（津覇･浜）【吉の浦会館】

1歳6か月児健診（13:30～14:30）

和宇慶ふれあい事業

浜･南上原ふれあい事業

離乳食実習（13:15～13:45）登又ふれあい事業

住民健診（北浜･奥間･中城団地･安里）【吉の浦会館】

村陸上大会（体協）

海の日

当間･伊舎堂･久場ふれあい事業

BCG予防接種（受付15:00～15:30）

奥間ふれあい事業

津覇ふれあい事業

北上原ふれあい事業

離乳食実習（13:15～13:45）

３歳児健診（13:30～14:30）

浜・南上原ふれあい事業

住民健診（南上原）【吉の浦会館】

乳幼児健診（13:30～14:30）

住民健診（久場・泊）【久場公民館】和宇慶ふれあい事業

伊舎堂・久場ふれあい事業

当間・登又ふれあい事業

奥間ふれあい事業

住民健診（平日健診不可対象）【吉の浦会館】

津覇ふれあい事業

慰霊の日
住民健診（伊集･和宇慶･南浜）【吉の浦会館】

北上原ふれあい事業
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村県民税を納めましょう!!

6月は、村県民税の1期分です。

納期内に納めましょう。

住民健診は吉の浦会館にて行い
ます。（久場･泊地区に関しては、
久場公民館にて）
受付時間　午前9:00～11:00まで



個人住民税の 
特別徴収について 

プロボクシング試合の 
お知らせ 

『人権擁護委員の日』 
特設相談所　開設 

 
 
 
日  時：６月８日（火）10時～16時 
場  所：吉の浦会館　中会議室 
　近隣とのトラブル、家庭のもめごと、
いじめ・体罰に関する問題、離婚、
扶養、相続、遺言、借地借家等の
相談に応じています。 
　相談は無料で、難しい手続きもなく、
秘密は固く守られます。 
【お問い合わせ】 
那覇地方法務局沖縄支局 
電話　098-937-3278 
 
 
 
 
 
　地方税法第321条の4の規定によ
り、4月1日現在、会社等に勤務し給
与の支払いを受けている方は、給与
所得に係る個人住民税を、会社等
が給与から天引き（特別徴収）いた
します。 

　平成22年度より、特別徴収義務
のある全事業所（会社等）を特別
徴収義務者に指定いたしますので、
ご理解とご協力をよろしくお願いします。 
【お問い合わせ】 
中城村役場 税務課 課税係 
電話　895-2131（内線240） 
 
 
 
 
 
　電波利用環境保護周知啓発強化
期  間：平成22年6月1日～6月10日 
○技適マークのついて無線機を使
　用しましょう。 
○外国規格のトランシーバーは国内
　で使用できません。 
○無線機の使用には免許が必要で
　す。 
【お問い合わせ】 
総務省沖縄総合通信事務所 
監視調査課 
電話　098-865-2308 
 

 
 
 
　琉球拳闘伝育成第9弾（中城村
青少年育成チャリティー試合）が行
われます。 
日　時：6月13日（日） 
開　場：午後1時 
試合開始：午後2時 
場　所：中城村民体育館 
【チケット販売先】 
琉球ボクシングジム 
電話　098-893-6670 
ボクシングクラブナカザトジム 
携帯電話　090-7585-1511

守ろう！電波のルール 

◆南上原３６１番地２ 
　渡名喜　幸子さん　６万円 
◆伊集16番地 
　井口　眞徳さん　７万６千円 
◆那覇市宇栄原1-5-5 
　長楽苑　中村　正治　５万円 
多額のご寄付を賜り誠にありがと
うございました。 

中城村育英会への 
寄附がありました。 

①満20歳以上概ね70歳未満の方で村内在住の方 
②統計調査に理解と熱意を有し、責任を持って調査
　事務を遂行できる方 
③税務･警察･選挙に直接関係のない方 
④調査上の秘密保持に関して責任の持てる方 
⑤健康で体力に自信がある方 

調査員の資格要件 

①中城村役場企画課統計係まで直接電話で申込ん
　でください。（後日、申請書を提出） 
②申込期限は、平成22年6月15日（火） 

申込方法及び申込期限 

①調査員には、調査活動の評価として報酬が支払わ
　れます。 
②報酬額は、国の基準によります。 

調査員の報酬 

①調査員事務打合会への出席 
　（8月下旬～9月上旬：1～2回） 
②調査区の確認、調査区要図及び世帯名簿の作成等
　（事務打合会終了後～9月中旬） 
③調査票の配布 
　（9月中旬頃～9月30日） 
④調査票の回収 
　（10月1日～10月中旬頃：回収希望の世帯のみ） 
⑤調査票の整理･点検及び提出 
　（10月中旬頃：回収した世帯分） 

調査員の仕事の内容 

2010年国勢調査調査員（60名）募集 2010年国勢調査調査員（60名）募集 

中城村役場　企画課　統計係 
TEL 895-2131（内線302）　FAX 895-3048

お問い合わせ先 
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　飼い犬の狂犬病予防注射及び登
録を行います。飼い主の義務になり
ますので、是非受けられるようお知ら
せします。 
　日程は以下のとおりです。各地公
民館（主会場）及び構造改善センタ
ーで行います。 
◎予防注射手数料 
　（注射済票なし）3,000円 
　（注射済票あり）550円 
◎登録申請料 
　（新規・注射済票なし）6,000円 
　（新規・注射済票あり）3,550円 
◎鑑札再交付申請手数料1,600円 
【お問い合わせ】 
中城村役場住民生活課 
電話 895-2131（222） 

　今月(5月)は、平成22年度『軽自動車税』『固定資産税』の納

付月間となっています。納期限内に納付して下さいますようお

願いいたします。 

　納期内納付は、各自治会に交付されます納税奨励金へも影響

しますので重ねて納期限内納付へのご協力お願い申し上げます。 

　村税の納付は、便利で確実な口座振替がおすすめです。 

　口座振替なら、村税を納めに行く手間がはぶけるだけでなく、

ついうっかりの納め忘れもなく安心です。 

　手続きは、お客様が口座をお持ちの金融機関にてお申し込み

が出来ます。 

【お問い合わせ】中城村役場　税務課　 

　　　　　　　 電話　895-2131（240・241・242） 

犬の登録及び狂犬病 
予防注射のお知らせ 軽自動車税・固定資産税の納期です!!軽自動車税・固定資産税の納期です!!

軽自動車税 村県民税 固定資産税 
期 　別 

税 　目 

5月31日 6月30日 

9月30日 

11月30日 

1月31日 

第1期 

第2期 

第3期 

第4期 

5月31日 

8月2日 

12月27日 

2月28日 
6月13日（日） 

会　　　場 実　施　時　間 
伊　　　集 9：00～ 9：20
和　宇　慶 9：30～10：10
南　　　浜 10：20～10：30
北　　　浜 10：40～11：10
津　　　覇 11：20～11：55
奥　　　間 13：15～13：50
浜 14：00～14：10

安　　　里 14：20～14：40
当　　　間 14：50～15：10
屋　　　宜 15：20～15：40

6月27日（日） 
会　　　場 実　施　時　間 
添　　　石 9：00～ 9：20
伊　舎　堂 9：30～10：10
泊 10：20～10：30

久　　　場 10：40～11：10
登　　　又 11：20～11：55
サンヒルズ 13：15～13：50
新　　　垣 14：00～14：10
北　上　原 14：20～14：40
南　上　原 14：50～15：10

対　象　者　公務扶助料や援護法による遺族年金等を受けていた方が
平成17年４月１日から平成21年3月31日の間に亡くなるなどし、平成21年4
月1日において公務扶助料や遺族年金等の受給権者がいない場合に、
先順位のご遺族お一人が対象となります。請求がお済みでない方はお
早めに手続きをお願いします。 
請求期間　平成24年4月2日まで。請求期間を過ぎると時効により、権利
が消滅し特別弔慰金をうけることができなくなりますので請求漏れのな
いよう十分ご注意ください。 

【お問い合わせ】 
中城村役場福祉課 援護担当　電話 895-2131（内線263） 

戦没者等のご遺族の皆様へ 
特別弔慰金（第九回特別弔慰金）が支給されます。 

「設置してよかった！！」我が家は地球・家計にやさしい発電所 「設置してよかった！！」我が家は地球・家計にやさしい発電所 
【太陽光発電・オール電化システム】販売・設置 

ホームページ http://www.okieidev.co.jp  Eメール nakamura@okieidev.co.jp
中城村商工会会員　国際規格 ISO 9001（品質）  1SO 14001（環境） 認証取得 

本　　社 
事業本部 
中城支店 

浦添市牧港五丁目6番3号 
北中城村字渡口471 - 1 
中 城村字久場 1 5 - 1 4

電話（098）877-6399（代） 
電話（098）935-4041（代） 
電話（098）895-4305

代表取締役社長　安 里 邦 夫 

お問い合わせは太陽光発電のエキスパート　担当　仲村・大城まで 
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